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１．はじめに
　附属特別支援学校（以後，附特と表記）における音
楽鑑賞教室について，2015年には附特の児童生徒や演
奏した教育学部の音楽学生の変容に着目し，取り組み
をまとめたが（菅生ら１），2015，以後，前稿と表記），
本稿はその後の継続的な取り組みについて，附特児童
生徒の変容，教員や学生の意識変化，特別支援におけ
る教科別指導の「音楽科」との関連，今後の展望をま
とめたものである。
　年間行事として音楽鑑賞教室が行われてきたが，恒
例であるがゆえに「こなす」行事になりがちである。
そこで，児童生徒の理解を深め，意図した企画構成，
良質な演奏など具体的な視点を持ち鑑賞教室を実施す
ること，また「気付き」を一層深めることの重要性を
意識した取り組みを行い，一定の成果をみた１）。本稿
では，前稿で取り上げた手立てや児童生徒の変容，学
生の変容を鑑み，その後５年間継続して行った取り組
み，その間にみられた児童生徒，教員らの変容につい
て整理する。また特に児童生徒の変容に着目し，教科
としての音楽科にどのように関連づけられるかを探る。
２．研究の目的と方法
　本研究では，2015年度以降，調整しながら継続して
きた音楽鑑賞教室の取り組みをまとめ，特に児童生
徒の変容を中心に考察する。児童生徒の変容につい
ては，５年間継続的に捉えたもの，音楽科授業前後の
変容のまとめを含む。またこの間に新学習指導要領２）
の告示があり，教科としての音楽科との関係性につい
ても着目して考察することで，今後の課題を探る。
　具体的な方法として，５年間に調整，定着してきた
ねらい達成のための手立てのまとめ，附特の担任教員
や保護者からの聞き取り等による児童生徒の変容のま
とめ，学生のアンケート調査（児童生徒の観察，演奏
者として取り組みに対する工夫）の分析をおこなう。
３．先行研究
　滝川ら（2019）による，音楽アウトリーチ実践３）
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は，学部や研究科学生の演奏による附属特別支援学校
高等部における音楽鑑賞教室という内容で，その取り
組みは前稿のものと類似する。演奏者であるアウト
リーチ側の取り組みをブースの「ティーチング・アー
ティスト」の考えになぞらえた視点が興味深いが，実
施先は高等部に限られた点で本研究と異なる。
　特別支援学校の音楽科授業における，担当教員の意
識調査（松村ら，2019）４）では，鳥取県における３
校の特別支援学校における授業形態や器楽授業におけ
る具体的な支援方法や手立てに関するもので，対象児
童生徒の障害の種別（知的，ダウン，自閉，その他）
に応じた傾向と具体的な支援策が含まれる今日の実態
調査として貴重な資料である。
　藤原らは，特別支援学校の新学習指導要領内容と音
楽科内容についての関係性を継続して記している（藤
原・福島，2015）５）。音楽科の教育課程における発達
段階の設定について，宇佐川浩の「発達の４層からみ
た音楽療法の配慮点」や「子どもの音楽の発達に関わ
る評価に関するアセスメントツール」の「チェックリ
スト」（與座ら，2006）６）が分析指標として用いられ
ており，非常に有効な研究資料である。
４．全体的な取り組みの定着化
４．１　特別支援学校でのねらいと手立て
　音楽鑑賞教室のねらいは５年前から継続して下記の
ように設定している。ねらいは，「鑑賞」と「表現」
に大別され，表現には「器楽」ダンスや手拍子などの
「身体表現」また「歌唱」も含む。
 ねらい
・オーケストラの演奏を鑑賞することをとおして，
様々な楽器の音色や音の重なりを味わうこと
・ダンスや楽器演奏などの表現活動をとおして，リズ
ムの特徴を感じ，音の響きを楽しむこと
　ねらい達成のための「手立て」は，毎年，状況に応
じて調整をする部分もあるが，大枠として下記のよう
に，定着してきた。これらは，１）全校行事であり生
活年齢が異なる児童生徒の集団であることを認識した
環境的配慮，２）見通しと期待感をもたせる事前準
備，３）音楽的な質の担保を図るための構成条件，つ
まり選曲，演奏の質の向上，プレゼンの工夫などの配
慮，などに大別されよう。
 手立て
１）環境的配慮
　当日の演奏時間　45～50分（授業の一単位時間）
　事前学習は自校にて，学部別に実施，25～30分
２）見通しと期待感を持たせる事前準備
・当日演奏する曲に親しめるよう，児童・生徒にとっ
て馴染みのある曲を選曲する。
・事前に演奏予定の曲のCD等音源を各学部で用意
し，休憩や給食の際に聴く機会を設けたり，児童生
徒が自ら音源視聴しやすい環境を用意する。
・オーケストラや吹奏楽など生演奏に慣れていない児
童・生徒が多いので，事前学習の機会を設けて，小
規模の生演奏を聴いたり，実際に楽器に触れたりす
ることで，スモールステップで生演奏に慣れる。
・配布するプログラムに，番号を付し，曲の内容や参
加の仕方を明示し，見通しが持てるようにする。ま
た，スクリーンやホワイトボードにも記載する。
３）音楽的な質を担保する構成条件
・選曲：芸術性の高い曲，アニメや映画による耳なじ
みのある曲，元気の良い曲など，変化を持たせる。
・編成：独奏，アンサンブル，大編成，声楽など多様
な編成。
・構成：じっくり聴く曲や場面，指揮者体験や打楽
器，歌，踊りなどで演奏に参加する場面を用意し，
後半に行くに従って児童・生徒が参加する場面が増
える構成とする。
４．２　事前学習について
　事前学習（１週間～数日前）は，当日に向けてのス
モールステップとして行う。とりわけ全校行事に不慣
れな小学部低学年児童のために，人数的にも小規模と
なるよう学部別に行い，また，会場は自校で行う。
　また事前学習は，児童生徒にとって，楽器そのもの
やそれを演奏する姿を間近で見て，その生の音を間近
で聴くことができる機会である。CD等で予習してい
る曲も実際に合奏で聴くことや，演奏したい打楽器を
選び学生と一緒に演奏すること，知っている映画の主
題歌や校歌を一緒に歌う等の活動を行うことをとお
して，当日にむけての意欲や期待を高め，場に慣れて
いく。時間も25分～30分程度で，小学部児童にとって
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も，集中力が持続する小イベントとして定着してきた。
　事前学習では音楽専攻学生は，企画，演奏と進行を
担当する。近年は鑑賞教室当日には授業カリキュラム
上参加できない学年も，事前学習を体験するよう促し
ている。また，特別支援学校の児童生徒の反応を間近
に観察・記録し，ある児童生徒に注目し当日の様子を
継続的に観察することを試みている。
４．３　当日の構成
　これまでの積み重ねから，当日のプログラムは45
分程度，構成はおよそ次のように定着して来た（表
１）。プログラム内容欄には，近年演奏した具体的な
曲名も掲載した。プログラムの１，３，５，６では大編
成オーケストラ，４，５では吹奏楽，２の楽器紹介で
は，楽器の独奏や重奏の編成で行うことが多い。
表１　当日のプログラム内容と意図
プログラム内容 選曲や設定の意図
１．じっくり聴く，大編成
の曲
　カルメン序曲，ファラン
ドール
　「運命」第１楽章
　ホルスト：第１組曲（吹
奏楽）
　ダッタン人の踊り　など
・内容も芸術的側面を感じ
られる選曲
・オーケストラ・吹奏楽ら
しい大編成
２．楽器紹介
　もみじ，ぞうさん，象，
ホールニューワールド，
パプリカ，君をのせて，
ドラえもん
個別の楽器の音を聴く，名
前や特徴を知る。
アンサンブルなど，小編成
も取り入れる
３．指揮者体験コーナー
　カルメンより闘牛士の
歌，天国と地獄
（各学部より１名，計３名）
　当日まで自分も選ばれる
かも，と期待
２拍子　わかりやすい。一
つぶりでもオーケストラが
対応できる曲，また各指揮
者によるテンポの違いや揺
らぎが楽しめる曲
４．打楽器等　参加曲
　ディズニーメドレー，ト
トロメドレ 「ーさんぽ」，
宝島，八木節
日常生活で馴染んでいる曲
で，部分的に打楽器や踊り，
歌などで参加できる曲
５．お楽しみ・リクエスト
曲
　Let it go，夢をかなえて
ドラえもん，キラキラ星
変奏曲
２ヶ月程度前にリクエスト
を募る
６．校歌 全校生徒歌うことができ，
後半は自然に手拍子できる
曲
　選曲と構成面では，学習指導要領音楽科のＢ鑑賞
（小学部３段階）に関する事項にある「音楽を聞いた
り演奏しているところを見たりする中で，その特徴に
気づいたり，楽しさを味わったりする」というねらい
を踏まえ，「身近な人の演奏」や「リズムや速度，旋
律などが親しみやすい曲」の用意，「楽器の音色の違
い，要素や曲の面白さ，楽しさに気づく」よう「友達
や教師と一緒に楽しく鑑賞活動をする」ことが重要８）
とされていることを十分反映している。
　４．１－４．３で述べた手立てがより実態に即し，効
果的であるために，附特担当教員から附特の全校教員
への働きかけを行い，意識を共有している。また，大
学教員から学生運営班および，全演奏者へも働きかけ
を行ない，学生には，特別支援児童生徒理解を深める
ために，資料配布を行い，質の高い演奏の重要性，楽
器選択，選曲の意図などを共有することを意識してい
る。
　手立ての評価として，附特教員からは，１）環境構
成への配慮により，事前学習を自校で，音楽鑑賞教室
本番を大学施設で行うことで，事前学習はより安心で
きる環境で音楽を楽しみ，当日はいつもと違う特別な
環境で少し緊張感を持って音楽を聴く姿が見られる。
２）当日の会場は校外学習として位置付けるため，小
学部児童（特に低学年）にとっては，目的を持って公
共交通機関を利用する良い機会である。３）同時に，
会場に向かうだけでイベントとしての要素が強く，音
楽鑑賞教室そのものよりもバスの乗り方や現地までの
行き方等の事前学習が中心となりがちでもある，との
総評がある。また，選曲について例年，曲の雰囲気を
味わえる曲，児童生徒がオーケストラに親しめる曲，
聴いたことがある曲等を選曲しているが，今年度は音
楽の授業で取り上げた曲やこれから取り上げる曲が含
まれた。「この曲は知っている」というだけでなく，
「この曲は弾ける」という曲が入ることで，楽器によ
る音の重なりの違い（自分が演奏した時との違い）を
より感じ，鑑賞の力を高めることができるのではない
かと感じた。事前学習では小規模編成，音楽鑑賞教室
では大編成とすることで，事前学習で楽器の音色１つ
１つをよく聞いて音を覚え，当日その重なりを感じる
ことができているようであった。
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５．児童生徒にみられる変容
　ここでは，５年間を振り返り，毎年，鑑賞教室の実
施後や年度末等に附特教員がまとめた児童・生徒の様
子や変容の記録，また，学部学生による児童・生徒の
観察記録をもとに，その変容を３つのケースに分けて
分析，考察する。１つめは，前稿で特にとりあげた３
名のうち，まだ在校中の２名について，５年間の長期
の変容を考察する。２つめは，不特定多数の児童生徒
について，事前学習前後，鑑賞教室以後の短期間の変
容を，テキストマイニングを用いて概察する。３つめ
に，今年度，６月に教科の音楽科授業に参加した，中
学部生徒について，６月の授業前から10月の音楽鑑賞
教室前後をみとった，単年度中ではあるが，中期的に
見た変容について，である。
５．１　５年間にみる児童生徒の変容
　前稿で変容をまとめた３名の児童生徒のうち，２名
は現在も在校している。ここでは，附特教員や大学教
員による見取り，学生による特定の児童・生徒の観察
などから，５年前から本年までの様子を比較し，音楽
活動に関する興味関心，態度やその他の実態などにつ
いて変容をまとめる。
５．１．１　Ａさん（女子，中１～高３）の変容
Ｈ26（中１）
・日常は，歌う，マラカスを演奏するなど音楽活動に
親しむが，情緒面で周囲の様子に影響を受けやすい
傾向。
・当日を楽しみにして，CDを聴き，指揮をする仕草
をしていたが，事前学習では，本物の楽器がたくさ
んある会場の雰囲気に緊張し顔がこわばった。いざ
演奏が始まると，楽器の音量や低音の響きに驚き泣
き出した。当日も始めは緊張していたが，徐々に事
前学習を思い出し，打楽器の演奏（マラカス），校
歌を歌うなど無事に参加できた。
Ｈ28（中３）
・マラカスを持ち，リズムに合わせて楽しそうに演奏
していた。
Ｈ30（高２）
・最初はよそ見をしたり，耳をふさいでいたが，１曲
目が終わった後，「楽しかった」と感想を述べた。
・「カルメン序曲」真剣に聴いていて，終わると笑顔
で手をたたき，興奮した様子だった。
・司会が「皆さんと一緒に演奏したい」と言った際，
ガッツポーズをし，体を反ったり，手拍子をした
りしていた。「さんぽ」のときはマラカスを大きく
振って楽しんでいた。
Ｒ１（高３）
・体調不良で事前学習を欠席したため，本番当日は大
変楽しみにしていた。大学の音楽教員が声をかける
と，認識し，「音楽教室，楽しみ」と笑顔でこたえ
た
・「君をのせて」では「私の好きな曲」と教師に笑顔
を見せた。
・１曲めの「だったん人」では，ぼーっとしていた
が，曲調が変わると明るい顔になり，「キラキラ星」
のイントロを聞いて，「キラキラ星だー」と嬉しそ
うに声を出していた。集中して聴いているようだっ
た。
５．１．２　Ｂさん（男子，小２～中１）の変容
Ｈ26（小２）
・ギター演奏に，近くまできて笑顔で音色を聞いた
り，自分から触れて音を出そうとしたりする。
・ダンスが大好きで，音色やリズムに合わせて首を
振ったり，体を動かしたりする。
・発語はごく少なく，言葉で感情を表現することはあ
まりないが，表情や行動からＢさんの感情を推察す
ることができる。
・活動の見通しを持つことが苦手，行事など日常と違
う雰囲気の会場には入れないこともある。
・鑑賞会終了後は会場内を歩いて回り，様々な楽器に
触れる姿から，楽器への興味関心が広がった様子。
Ｈ28（小４）
・集団より１ｍほど前の床に座り（演奏者の近く），
じっと楽器を観察していた。
・教員にタンバリンを手渡されると，教員の叩き方を
模倣して，トントンと叩いていた。
・去年ホルンに興味をもっていたが，今年はいろんな
楽器を見て回っていた。
Ｈ30（小６）
・最初は耳をふさぐそぶりが多く見られたが，音楽が
流れると持っているハンカチを振り回しながら聴い
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ていた。
・大規模編成や金管楽器に敏感であるようだが，タン
ブリンの音は気にならないようで，拍に合わせて叩
くことができた。
・楽器一つ一つの音に興味があるようで，フルートや
チェロの近くでは特に「音の出るところ」に注目し
ていた。
・「闘牛士」では大きい音で少し目を見開いていた。
・「さんぽ」では，ほかの児童のまねをして体を前後
に動かし楽しそうな様子。
Ｒ１（中１）
・初めは緊張した様子で，横を向くなど落ち着かない
様子だったが，だんだんと会場に慣れ始め，歌にな
ると少し興味を持ったようで前のめりになって音楽
に耳を寄せていた。親しみのない曲であっても，身
体もこちらに向けて聴いていた。
・オーケストラがよく見える位置に動き，楽器を見な
がら演奏を聴いていた。
・クラスでの事前学習では，「管弦楽のためのラプソ
ディ」の反応がとてもよい。拍に合わせて体を上下
に揺らしたりカスタネットをもって立ち上がって鳴
らしたりする姿が見られた。元々ダンスが好きで，
八木節の経験があるため，聴きなれた音楽であった
のだと思われる。
〈音楽鑑賞教室後の様子〉
①音楽の授業での様子
・合唱曲やオーケストラの演奏を流すと，「知ってる」
と話したり，じっと聴こうとしたりする姿が見られ
る。
②日常生活での様子
・パプリカ，小さな世界など，好きな曲は多く，歌詞
はほとんど覚えている。教師が口ずさむと歩いて拍
をとりながら，一緒に歌うことがあり，歌が教師と
のコミュニケーションの１つとなっている。
・放課後等デイサービスでは，八木節やだんべぇなど
の経験あり。学校でも日常でも音楽に触れる機会は
多い生徒。
５．１．３　考察
　Ａさんは，周囲の雰囲気に影響されやすい面は持ち
続けているものの，年数を経て，音楽鑑賞教室は好き
な音楽の生演奏を経験する気に入った活動場所である
という見通しを持つことが出来，楽しむことができ
るまでの時間が短縮され，対応能力が増しているよう
にうかがえる。もとより音楽を楽しんでいる生徒で
あり，音楽科からみる発達段階という視点では，藤原
らの研究５）の表６や７に照らすと，曲想の捉えや楽
器の音色への興味など，「鑑賞」については特別支援
指導内容例の「段階３，４」とみなすことが出来そう
である。一方，マラカス以外の楽器に興味を示すか，
以前興味のあった指揮などの身体表現への意欲はどう
か，という点では，器楽や身体表現についての段階は
推察できない。
　Ｂさんの記録からは，様々な楽器について，特別に
興味関心が高いことは一貫して読み取ることができ
る。小２でのホルンへの関心は，キラキラ光る金管楽
器への特有の嗜好も含む可能性があろうがチェロ，ピ
アノ等の他の楽器にも興味が向いている。打楽器の操
作性はタンバリンで教師の支援を伴った段階から，自
分で選択し，音楽と運動を合わせる調整力，楽しむ
姿勢が形成され「段階２」へと確実に進んでいる（藤
原ら，表４，５を参照）。また，歌が教員とのコミュニ
ケーションツールとなっているという記述は，発語，
言葉の能力について特筆に値する。教員によると，登
校して教室に入るまでに時間がかかることがあるが，
お気に入りのうさぎ小屋に立ち寄り，歌を歌って気持
ちを高め，歌いなが昇降口に向かう姿を頻繁に確認し
ており，歌う行為が情緒面の安定に繋がり，歌から言
葉が発せられている，とのことである。
５．２　短期的な変容
　ここでは，音楽鑑賞教室前後の１－２ヶ月に見られ
る児童生徒の短期的な変容をまとめる。
　鑑賞教室は近年10月に実施することが多く，夏休み
後の９月頃から，附特の担任教員らによる働きかけや
見取りが活発となる。１週間前～数日前に事前学習を
行うが，事前学習も生演奏に接する特別な機会であ
り，変化の契機となる行事である。分析のもとになる
データは，１，附特教員が事前学習前と後，鑑賞教
室当日の様子とその後における児童生徒の変容を記述
式でまとめたもの，２，学生による事前学習と本番
当日の様子の観察記録（記述式）の２つである。方
法はテキストマイニングのフリーソフトウェア「KH 
Coder」を利用し，頻出キーワードから，よく見られ
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た変容について分析を行う。
　結果として頻出語の動詞には「見る」「聴く・聞く」
の他に「リズム」「歌う」「動かす」「合わせる」など
が多い（図１）。
　これらの出現語がどのような文脈で使われるかを
示すKWICコンコーダンスツールを用いたところ，例
えば「動かす」という語のKWICコンコーダンス結果
（図２）では，「身体を前後や，大きく，動かす」「手
足，両腕を動かす」「リズム・音楽に「合わせて」動
かす」などの前後の文脈を読み取ることができた。
　また，多数出現した動詞が，「リズムにのって身体
を動かしている」「楽器を鳴らしたり，身体を動かし
たり」「自然に身体を揺らす」というように，「リズ
ム」「楽器」「身体」など他の頻出語と共起し，密接に
関連していることがわかる（図３）。
　誰にでも見取りやすい身体の動き等の記述が多く挙
がったが，同じリズムを感じている様子も「反応」す
るだけなのか，音楽やリズムに「合わせて」自ら「調
整」し「楽しむ」段階なのか，見取り方の指標を細分
化することが課題である。
　また，今回，全校の音楽鑑賞教室での対象児の実態
と生活年齢には幅があるため，今後は各学部や授業グ
ループ等に限定することで，教科別の指導内容や，生
活指導，支援にも有効となると考える。
５．３　音楽科授業での様子を含む児童生徒の変容
　今年度，当該特別支援学校では教育課程に音楽科を
位置付け，毎週音楽の授業が編成されることになっ
た。
　小学部では，歌唱や身体表現を中心に授業計画を立
案。鑑賞教室直後に，お祭りの音楽を題材に器楽と身
体表現の授業を計画している。取り扱う予定の「八木
節」を，鑑賞教室曲目にリクエストした。
　中学部では６～７月，「思いをのせて，夏のミニコ
ンサート」と題して「キラキラ星」を歌唱・器楽で
扱った。授業では，それぞれがイメージや思いを持
ち，テンポや強弱，音の高低などから変化するキラ
キラ星を歌ったり，鍵盤楽器（ピアノ），鍵盤打楽器
（木琴・鉄琴），すず，タンバリン，トライアングル，
トーンチャイムなどを用いて器楽活動を行った。
　高等部では，鑑賞教室の事前学習を独自に実施，
今後，「指揮者になろう」身体表現の音楽授業を計画
中。ここでは，昨年度までの児童生徒の鑑賞教室での
様子，事前学習後の様子と，音楽の授業での様子や，
図２　「動かす」が使われたコンテクスト
（KWICコンコーダンス）
図３　抽出語の共起ネットワーク
図１　出現数の多い動詞
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鑑賞教室後の日常生活での変化を表２にまとめた。
（下線は筆者による）
表２　音楽科授業での様子を含む児童生徒の変容
過年度，数ヶ月前の授業，
事前学習での様子
今年度（音楽の授業，
日常生活）の様子
Ｃさん
　
小１→小２
・小１の音楽鑑賞教室で
は，初めは大きな音に
驚いたようでプログラ
ムを手にもって見続
ける様子が見られた。
徐々に慣れてくると身
を乗り出して前のほう
へ出たり楽器に近づい
たりする様子があっ
た。立ち上がってリズ
ムに合わせて跳ねる姿
も見られた。
①音楽の授業での様子
・音楽の授業では，「ど
んないろがすき」の曲
に出てくる色と同じ色
のシートをホワイト
ボードに貼ることがで
きた。
・音楽に合わせて，楽器
を鳴らしたり，身体を
動かしたりしている。
②日常生活での様子
・毎日，朝の活動が終
わった後に，気に入っ
た音楽を聴く様子が見
られる。
Ｄさん
　
小４→小５
・事前学習では，指揮者
の真似をするようなし
ぐさが見られた。
・小４の音楽鑑賞教室で
は，ホールの中でいつ
もより大きく声を出し
て歌う様子が見られ
た。
・演奏会後，演奏会で聞
いた「ディズニー」の歌
を口ずさんでいた。
・CDで音楽を流すとよ
く聞くようになった。
①音楽の授業での様子
・とても意欲的に学習に
取り組む姿が見られ
る。自ら「さん　はい」
と掛け声をかけ，知っ
ている歌が流れると，
大きな声を出し，笑顔
で歌う姿が見られてい
る。
・CD等を鑑賞する際に
は，静かに音に耳を傾
ける姿が見られる。
・「うん・たん・うん・
たん」などの簡単なリ
ズムで，手拍子や楽器
を鳴らすことができる
ようになってきた。
Ｅさん
　
中２→中３
・６月の授業では，キー
ボードや木琴など鍵盤
楽器に挑戦。楽譜を指
さしながら，一音ずつ
弾くことができるよう
になった。音が重なる
と，にこっと笑顔に
なったり，「きれい」と
話したりする姿が見ら
れた。
・オーケストラをじっと
見つめていた。
・楽器紹介で，大好きな
「パプリカ」がきこえる
と，すぐにはっとした
表情になり，教師に視
線を向けて，踊りだし
た。日常でも好きな曲
であり，のびのびと表
現する姿が見られた。
①音楽の授業での様子
・９月の音楽で，リボン
をつかって表現した際
には，パプリカが流れ
るといっそう笑顔に
なって動きが大きく
なっていた。
・合唱曲やオーケストラ
の演奏を流すと，「知っ
てる」と話したり，じっ
と聴こうとしたりする
姿が見られる。
②日常生活での様子
・自分が知っている曲や，
習った曲についてはと
ても反応がよい。緊張
から引っ込み思案にな
る面があるが，音楽に
よって彼女の明るさが
引き出される印象。
③その後の様子
・「楽しかった」と話し，
笑顔で指揮をふる仕草
をしていた。
Ｆさん
　
中１→中２
・「きらきら星変奏曲」が
流れると，教師に視線
を向けてほほ笑む。教
師が「知ってる」と尋ね
ると，「やったことあ
る気がする，弾ける気
がする……」と６月の
授業を思い出した様
子。指先が少し動いて
おり，弾きたいという
思いが見られた。
・事前学習の帰り，「（き
いたいくつかの曲につ
いて）聴いたことある」
と話す。表情がいきい
きとしていた。
①音楽の授業での様子
・自分から楽器を選んだ
り歌ったりすることが
増えた。今までは，恥
ずかしさがあったが，
自信が見え始めてい
る。
②日常生活での様子
・家族と月に１回カラオ
ケにいく。アニメや学
校で学習した曲など
様々。カラオケに行く
ことを楽しみにしてお
り，カラオケに行った
次の日には教師に自分
から報告をしてくれ
る。
Ｇさん
　
中１→中２
・階名を歌うことで，き
らきら星を弾くことが
できた。弾きたいと
いう思いが強くあり，
じっくりと取り組むこ
とで，表現の工夫とい
う本人のよさを生かし
た演奏につなげること
ができた。
・「きらきら星変奏曲」で
は，最初は何の曲かわ
からず，教師にたずね
たが，途中で「どどそ
そ…」のメロディーに
気付き，「きらきら星
だ」と笑顔で話す。
・「庭の千草」では，学生
から目を離さずじっと
聴いていた。歌い終わ
ると拍手をし，「アメ
リカの歌姫みたいでし
た」と感想を伝えた。
教室へ帰るときにも
「歌姫みたいですてき
だった」とうっとりし
た表情だった。
①音楽の授業での様子
　意欲的な面がいっそう
のび，友だちと楽器の
鳴らし方を工夫（お互
いの楽器をたたいて鳴
らす，体を動かしなが
ら鳴らすなど）する姿
が見られた。
②日常生活での様子
・好きな歌手がいて，CD
を聴いている。コン
サートに行った経験が
ある。
・学校生活で会話などの
中で歌うことはない
が，好きな歌手につい
ては話すことがある。
・鑑賞教室当日「ドドソ
ソ……」と小声で歌う。
調が変わると「さっき
と違う。暗い，こわい
感じ」と話す。
Ｈさん
　
高１→高２
・楽器を演奏する様子を
じっと見ていた。特に
打楽器をよく見てい
て，カルメンでは気に
入った楽器が鳴るのに
合わせて体を揺らす姿
が見られた。（事前学
習の際に，その楽器が
どこで使用されるのか
覚えていた様子）
・演奏会後，生の歌声や
演奏で，音楽が流れる
とニコニコと聞く様子
①音楽の授業での様子
・音楽を良く聞こうとす
る様子が継続して見ら
れている。学校祭に向
けて踊りの練習をした
際には，音楽に合わせ
て体を動かすことがで
きた。よく聞いている
ため，音楽が途中で止
まると怒るような様子
も見られる。
・曲を最後まで聞くこと
ができるようになって
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　が見られた。休日に家
族で音楽会を見た際
も，最後まで聞くこと
ができたとのこと。
　きたことで，自分で演
奏する際にも繰り返し
演奏することができる
ようになってきた。（こ
れまでは，教師が伝え
たリズムを１回演奏し
て終わっていた。）
②日常生活での様子
・普段から人とのかかわ
りを好み，決まったフ
レーズを繰り返し言う
ことがあるが，音楽の
歌詞を口ずさんだり，
曲の一部を口ずさんだ
りして，続きを教師に
歌ってもらおうとする
ことが増えた。
・普段の集会等では「前
を向いて座る」という
意識が薄く，話が始
まっても横や後ろを向
いて座る姿が見られて
いる。しかし，音楽鑑
賞教室中は，一度も体
を横や後ろに向けるこ
となく，初めから最後
まで楽器の方へ体を向
け，音をよく聞いたり，
楽器を見たりする様子
が見られた。
５．４　音楽鑑賞教室の継続した取り組みによる全般
的な変容について
　その他の全体的な変容では，ラッパ音のような音が
苦手で耳をふさいだり防音用のイヤーマフをつける児
童生徒らが，繰り返し音楽鑑賞教室に参加することに
より，生演奏やその音に慣れ，少しずつ手を耳から離
し，イヤーマフなしで演奏を聴く姿が見られるように
なってきた。演奏を長時間（１時間程度）聞くことに
慣れ，家庭でも演奏会を聞きに行く等，余暇活動の選
択肢の１つとなっている。演劇等だと，内容の理解が
難しく１時間見続けることが難しいが，音楽では聴き
続けることができている。
　また，事前学習等で楽器の名前や音色を紹介しても
らうことにより，楽器の名前や音の特徴を覚え，「こ
れはピアノの音」「ラッパの音みたいだ」等と曲を聴
きながら話したり，日常生活の音を楽器に例えて話し
たりする姿が見られるようになった。高等部では，Ｒ
１年度の音楽鑑賞教室の事前学習として，音楽的な知
識（「変奏曲」の意味，「韃靼人の踊り」の作曲者につ
いて，指揮者の役割について）を学習する時間を設け
た。その結果，きらきら星変奏曲では，「僕は，３つ
目のきらきら星が好きです。」「いろんなきらきら星が
聞けて，プラネタリウムにいるみたい」「指揮者がは
やく動いて，曲がはやくなるのが格好良かった」等と
話す姿が見られた。まさに，「鑑賞の知識を得たり生
かしたりしながら，曲や音楽の楽しさを見出して」８）
いる様子である。楽しむことができる児童・生徒が多
い一方で，音楽に親しむために用意した活動（一緒に
歌う，演奏する，八木節を踊る等）が苦手で，音楽鑑
賞教室に対してマイナスイメージを持つ生徒もいる。
それらの生徒も，好きなアーティストやアニメ等の音
楽はよく聴いており，余暇活動等で聴く様子が見られ
る。また，音楽鑑賞教室に参加した際，参加型の活動
になる前までは，音楽をよく聴く姿も見られている。
今後，このような生徒が音楽に親しんで参加すること
ができるように，より細やかな教師の支援を考えてい
けると良い。
６．継続による特別支援学校教員の変容
　数年間の間に見られた教員の変容として，以下の点
が挙げられる。
　環境的配慮の支援の一例としては，音楽鑑賞教室開
始当初から，児童・生徒の発達段階に応じて，１日の
予定表を作り，見通しが持てるようにしている。
　「言葉かけ」については，以前は，音楽鑑賞教室前
の事前学習や直前に，「静かに聞こう」と言葉かけ
する教員が多くいた。音楽鑑賞教室中も「静かに」
「座って」との声が聞かれた。しかし，回数を重ねる
中で，生徒の様子を見とり，音楽を感じて声を出して
いる時や，動いている時には，それを認めまた共感
し，楽器を弾く真似や，一緒に音楽にのって動く，手
拍子をする等，音楽を共に感じるための支援をするこ
とが多くなってきた。音色に着目したり，自分の好き
な音色を知ったりすることができるように，児童・生
徒の楽器への反応を見て，「○○さんはファゴットの
音が好きなのですね」等と，楽器の名前と音色が一致
するような言葉かけの例である。児童生徒の一瞬の細
かい変化を見取ろうとすることは日々行っていること
であるが，従来よりも演奏や楽器との関係を考えて見
取ろうとする姿が増えた（例：～の曲になったら，顔
があがった。バイオリンをじっと見ながら，だんだん
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体が揺れてきた　など）。
　事前学習と当日の関連について，Ｒ１年度の例をあ
げる。筆者は音楽鑑賞教室開始の挨拶として，初年度
は「楽しむ」ことについて言葉をかけていたが，今年
は，より具体的に，楽器に注目できるように事前学
習を想起するような言葉かけを心がけた。事前学習
で生徒が「大きい楽器や小さい楽器がある」と話した
のをきっかけに，「楽器の大きさがかわると，何が変
わるのか聞いて確かめてみよう」と言葉をかけ楽器の
大きさと音域の関係への着目を促した。音楽鑑賞教室
当日，バイオリン属の楽器紹介の中で，音楽科学生よ
り「楽器が大きくなると，音が低くなるよ」と紹介さ
れ，高等部の数名が，「なるほど」とつぶやく姿が見
られた。入念に相談したわけではないが，事前学習で
の様子や学生司会者の言葉，教師の言葉かけ，等がつ
ながったと感じた。
７．まとめ
　音楽鑑賞教室の取り組みは，この５年間に手立てが
精査され，教職員の意識にも変容が見られたことなど
から定着してきたと言える。そのことが様々な児童生
徒の変容をもたらしてきたことを，今回まとめること
ができた。本研究では短期的な変容の他に，１年後や
２例ではあるが５年間の長期の変容を取り上げたが，
全般的には対象の実態差や生活年齢の差が大きい。今
後につなげるためには実態の近いグループや，個人に
合わせてより細かい見取りを行い，有効な指標を持つ
ことが課題である。
　学習指導要領が新しくなり，当該附属特支において
も学習課程としての音楽科が位置付けられたことによ
り，今年度から音楽科における発達段階，資質能力の
見取りを進めている。本稿では５．３に記した数名に
ついて，今年度行った音楽科授業の内容と音楽鑑賞教
室が関連づけられ変容と捉えることができた。一般の
小中学校等においても音楽鑑賞教室は年中行事の一つ
であるが，音楽科の学習内容とリンクさせた事前学習
の実施等の有効な関連づけは希薄であり，課題であ
る。特別支援学校では従来より行事と教科内容を関連
づけてきたところだが，今後，本稿で一部を記載した
児童生徒の変容の様子などを，教科の発達段階の見取
り，学習指導内容や支援方法の判断等に還元し，活用
していくことにより，双方に有効な手立てを構築する
ことができるのではないかと考える。
　音楽科における発達段階の設定を見ると，一人だけ
で何かができる段階から教師の支援を伴って，また
は，「友達や教師とともに」何かができる，という段
階，というところにステップがある。昨今，附特でも
実施している幼稚園や小学校との「交流および共同学
習」においても音楽教科を扱うことで，これまでの鑑
賞教室の取り組みを生かし，さらに「ともに学ぶ」中
でより大らかな育ちに繋がっていくと考える。
　最後に，ご協力いただいたすべての特別支援学校の
教職員の方々に感謝の意を表し，結びとする。
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